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つんく♂とアップフロント
　モーニング娘。についてぼくらが知らないこと。それは、プロデュースするの
はつんく♂だが実際に売り出したのはアップフロントという芸能プロダクション
だということ。例えば、「安倍なつみをメインに売り出すためにモーニング娘。が
結成された」というぼくらの記憶は、つんく♂の意志ではなくアップフロントの
戦略によって植え付けられたものだった、ということだ。
　モーニング娘。を作ったのはつんく♂だ。テレビ東京の ASAYAN という公開オ
ーディション番組の企画。小室哲哉がプロデューサーとしてヒットを連発してい
た時代だった。ASAYAN でのシャ乱 Q が関わるオーディションのなかで、オー
ディション落選者をつんく♂がプロデュースする流れとなり、モーニング娘。が
生まれた。
　これまでぼくらは、プロデューサーがどんな仕事を行っているのかを知らなか
った。本やインタ ビューなどの、つ
んく♂の発言を読 むと、それが良く
分かる。最近のつ んく♂は、モーニ
ング娘。について 振り返ることが多
い。ハロプロの総 合プロデューサー
を降りた彼の発言 から、これまで知
られなかった新事 実が読み取れる。
　声帯摘出により 声を失ったつんく
♂は、まず、著書『だから、生きる。』（2015 年）にて、多忙を極めたプロデュ
ーサー時代を振り返る。自分の意志で何でも決められることが快感で、休む時間
が無かったけれど夢中になった。そして、身体が悲鳴を上げていた。
　つんく♂の著書、そして『モーニング娘。 20 周年記念オフィシャルブック』

（2018 年）に掲載された彼のインタビュー。近年のつんく♂の発言の要点は以下
の通りだ。

モーニング娘。について、メンバー選考、作詞作曲、レコーディング、サウ
ンドの方向性、ダンスやコンサートの演出まで、ありとあらゆる決定を行っ
た。
モーニング娘。楽曲はシャ乱 Qでは出来なかった 100％つんく♂サウンドと
呼べるものだった。
モーニング娘。の楽曲は、その時点でのメンバーの人物像、キャラクターに
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当てはめて書かれたものであり、新メンバーの加入によって変わっていくも
のでもあるが、例えば、その歌詞の登場人物（主人公）の性格は、意外と変
わらない。
安倍なつみなど、センターとなるメンバーを贔屓しては、いなかった。
デビュー当時、安倍なつみを推していた（安倍を中心に売り出していこうと
考えた）のは、つんく♂ではなく、当時のモーニング娘。マネージャーであ
った和田薫。
メンバーの選考について 100％つんく♂だったのは 4 期メンバーまで。

「LOVEマシーン」のヒット以前は、つんく♂の好きにやらせるという、のん
びりした空気だった。
アップフロントはハロプロ研修生（当時のハロプロエッグ）を重要視してい
なかったので、エッグからモーニング娘。メンバーへ昇格させることが難し
かった。
つんく♂はハロプロ研修生（エッグ）のメンバー、全ての人となり、キャラ
クターを把握していた。
ここまでがハロプロ総合プロデューサーだった頃のエピソード。
プロデューサーを降りたのは病気のせいではなく、自身が描くハロプロとア
ップフロントが目指すところが違ってきたため。

　ハロプロの総合プロデューサーを降りてから、つんく♂は、ハロプロについて、
ほぼモーニング娘。についてしか語らなくなった。著書にも書かれているが、モ
ーニング娘。は「音楽人生の半分以上を賭けてきた」存在だと言う。『オフィシ
ャルブック』ではモーニング娘。を「もう 1 人の僕」だと言う。Berryz 工房や
℃ -ute など、つんく♂プロデュースのハロプログループは数多くあるが、それら
について彼が語ることは、無くなった。彼にとって、モーニング娘。は特別なも
のなのだと、ぼくらは気付かされた。
　つんく♂がハロプロの、モーニング娘。の総合プロデューサーから離れて、現
在のモーニング娘。はどうなっているのか？
　つんく♂がモーニング娘。をプロデュースする際に重要視していたのは、自分
を驚かせてくるような新メンバーを探して加入させること。メンバーから刺激を
受けて曲を作ること。16 ビートのリズム感を教えること。ハロプロの総合プロデ
ューサーを降りて、現在ではハワイ在住のつんく♂は、以降に加入したモーニン
グ娘。新メンバーについて詳しくなく、曲の「当て書き」が出来ないことを少し
悔しがっている。
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　つんく♂が他のプロデューサーと違っていたのは、自ら仮歌を録音することだ。
初期にはレコーディング時にマンツーマンで指導していた。それは、陶芸家が弟
子にその技を相伝する行為に近い。喉の調子が悪くなり仮歌の収録を止めるまで、
彼は仮歌を録音し続けた。結局、喉頭癌で声帯を失うこととなった。彼は命を削
ってハロプロを作ってきたのだ。
　2015 年から、ハロプロはつんく不在の穴をどうやって埋めるか、必死だった。
本題ではないので詳しくは書かない。
　モーニング娘。'14 のニューヨーク公演。これはプロデューサーつんく♂の最
後の仕事だった。翌年の 2015 年から、つんく♂はモーニング娘。に楽曲を提供
するソングライターとしてモーニング娘。に関わるようになった。他のハロプロ
グループに曲を書くことは、ほとんど無くなった。
　モーニング娘。'15 からは、つんく♂のプロデュースでは無くなった。ぼくら
はこれを、富野由悠季以外の監督のガンダムのように感じ取って、見続けている。
ガンダムとは富野監督作品のみを指すというファンがいると聞く。
　最新のモーニング娘。のアルバムには、つんく♂楽曲が多く収録されているの
だが、それまでの「Produced by つんく♂」と表記されていた頃と比べて、どこ
か物足りなさを感じてしまう。全体的に似たような曲が続く。聞きやすいかもし
れないが、「Produced by つんく♂」ラストとなったハロプロ研修生のファース
トアルバム（2015 年発売）のような、鮮烈な印象とは程遠い。

語られなくなった安倍なつみ
　ところで、ぼくらの記憶だと、モーニング娘。の中心人物は、グループのマザー
シップとも称された安倍なつみだった。どう見ても、そのように感じられた。「ふ
るさと」までのモーニング娘。楽曲は、安倍なつみを主人公として描かれたもの
だと思っていた。だからぼくらは、プロデューサーのつんく♂自身が安倍にかな
り入れ込んでいたのだと思っていた。ところが、最近のつんく♂の発言を読むと、
安倍なつみをそこまで高く評価していないことが気になった。
　ハロプロ 20 周年ということで、現在のモーニング娘。メンバーが歴代の先輩
についてインタビューなどで語ることが多いのだが、安倍なつみを偉大な先輩だ
と発言する者が一人もいなかった。
　安倍なつみの名前を挙げるモーニング娘。現役メンバーが居ないことについて
は、とりあえず無視する。彼女たちの自由だからだ。勝手にすればいい。しかし、
つんく♂が安倍なつみについて、さほど絶賛していないのは、意外だった。
　しかし、「LOVE マシーン」ヒット後に刊行されたつんく♂の著書『LOVE 論』
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（2000 年）を読み返してみると、つんく♂の安倍なつみ評は、当時から現在まで、
変わっていなかった。この著書では、安倍を森高千里（つんく♂にとってはアッ
プフロントの先輩）と同様の「敷居の高い女」と称するが、要するに頑固なのだ
と言う。2018 年の『オフィシャルブック』のインタビューでも、安倍＝頑固と
答えている。その点で、つんく♂の発言は一貫している。
　その前の時点、モーニング娘。結成の経緯について、つんく♂はこれまでに何
度も語っているが、ハロプロの総合プロデューサーを降りてから、その発言のニ
ュアンスが微妙に変わってきた。もう、ぶっちゃけても良いだろうという感じだ。

『オフィシャルブック』のインタビューの冒頭、つんく♂は、こう語る。マネージ
ャーの和田薫は安倍なつみを中心に売り出すと息巻いていた。和田はシャ乱 Q の
マネージャーでもあった。和田の仕事がなければシャ乱 Q のヒットはなかった。
つんく♂は世話になった和田に恩返しをしたいということで、和田の意向を汲み、
モーニング娘。のプロデュースを引き受けた。
　プロデューサーであるつんく♂自身、安倍なつみをメインに売り出すとは一言
も言っていないのだ。これがモーニング娘。の真実だ。
　初期のアップフロントの戦略で、ぼくらは安倍なつみこそがモーニング娘。だ
という記憶を持つ。しかし、実際には、そうではなかった。安倍の人気が高いこ
とは嘘でも幻でもない。だけどそれは、コンサートでなっちコールを繰り返すぼ
くらだけが知っている。それは、ぼくらが共有する体験談だ。
　安倍なつみ、後藤真希、そしてハロプロのソロ歌手として最も有名な松浦亜弥。
ぼくらは、この 3 名を「御三家」として特別視するけれど、つんく♂は誰も贔屓
していないし、彼は、あの頃は良かったというような、過去の栄光にすがるよう
な発言をしていない。『オフィシャルブック』でのつんく♂インタビューでは、ど
の時代のモーニング娘。が良かったと優劣を測るようなことはなかったし、現在
でも過去の曲は古びていないのだと、いわば、モーニング娘。全肯定を行ってい
る。
　そのようななかで、ぼくらは、ずっと勘違いを続けてきたのだろうか。
　ぼくらはこれまで、全てのハロプロメンバーにとって安倍なつみとはアークマ
スター（ここでは精神的支柱を指す）となっているものと、信じて疑わなかった。
2018 年現在、そういうふうには、なっていない。ぼくらがそう信じて疑わなかっ
たのは、現在のモーニング娘。メンバーからリスペクトされている高橋愛を、そ
れほど高く評価していなかったからだ。正当なものの見方ではないことは承知し
ている。現在の若いファンにとって重要な、いわゆるプラチナ期が、ぼくらにと
っては退屈でしかなかった。
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　高橋愛が絶賛されて、安倍なつみが無視されている。そのように感じるから、ぼ
くらは歴史の改変だと叫んだ。最近の安倍は育児休暇中であり、他のモーニング
娘。OG と違って芸能活動を控えている。そして、ハロプロ 20 周年として多くの
モーニング娘。OG が積極的にインタビューに答えているなかで、安倍は多くを
語らない。現在でもモーニング娘。現役メンバーに言及しコミットしているモー
ニング娘。初代リーダー中澤裕子とは対称的に、安倍なつみは沈黙している。そ
れは、もしかしたら、彼女の願う世界だったのかも、しれなかった。
　安倍なつみのファンとして、思うところがあったので、ここまで書いたのだが、
冷静ではないことを分かって頂けるだろうか？
　現在のハロプロについて、ぼくらは何を見ているのか。興味が無くなったわけで
はない。無理してハロヲタを続けているわけでもない。そして、ぼくらがハロプ
ロ以外のアイドルに夢中になることは無い。ハロプロと同じアップフロント所属
のアプガや吉川友であれば見ることはあるかもしれないが、ハロプロ特有の「癖」
にすっかり馴染んでしまっているぼくらは、ももいろクローバーや AKB のよう
な他社のやり方が好きになれない。アイドルファンのなかにはハロプロだけは見
ないという者がいる。だから、ハロプロだけを見続けるぼくらには理由がある。
　ぼくらにとってモーニング娘。メンバーとは、安倍なつみからバトンを託され
た後輩なのだから、たとえ彼女たちから安倍の名前が出てこなくても、決して無
視出来ない。
　そのように考えるぼくらは、いわば安倍なつみの尻尾だ。

モニ・セイクレッド～アイドルまとめサ
イトの作り方～　￥300
　「まとめサイトの作り方」の解説や、「ま
とめサイト」の持つ意義についての考察。

NAGANO!　￥300
　ファイブスター物語と永野護について語るエッセイ。初心者向け解説も。

ひきこもり博士の［ハロプロ］［萌え］［エヴァンゲリオン］研究日誌　￥800
「萌え」「アイドル」「エヴァ」「インターネット」に関する評論の総集編。

お求めは「はなごよみ」まで　　https://osito.jp/dojin/

「安倍なつみの尻尾」　萌えぎのエレン・著　2018 年 8 月 11 日初版発行
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。

「現代かなづかい前史」押井徳馬・著　2018 年 8 月 11 日初版発行
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明

お
悩
み
解
決
に
こ
の
一
冊

　
こ
ん
な
論
争
が
昭
和
時
代
ま
で
（
今
も
？
）
続

き
ま
し
た
。
そ
し
て
結
局
の
と
こ
ろ
、
七
十
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前

に
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両
方
の
意
見
の
間
を
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っ
た
」
の
で
す
。
漢

字
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八
五
〇
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、
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き
言
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具
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」
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言
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ま
り
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所
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人
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同
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の
決
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ど
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変
更
し
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う
」
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え
ら
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な
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ま
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な
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せ
」
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書
き
方
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に
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に
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せ
よ
う
」
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書
き
言
葉
に
は
話
し
言
葉
と
異
な
る
、書
き
言
葉
の
決
ま
り
が
あ
る
」

「
歴
史
的
仮
名
遣
は
発
音
で
は
な
く
言
葉
を
書
き
分
け
る
決
ま
り
だ
」

「
漢
字
も
仮
名
遣
も
残
せ
」

「
言
葉
を
簡
単
に
し
過
ぎ
る
と
複
雑
な
思
考
が
で
き
な
く
な
る
」

「
書
き
言
葉
の
決
ま
り
は
な
る
べ
く
長
持
ち
さ
せ
る
べ
き
」

「
完
璧
主
義
を
や
め
よ
う
」

「
専
門
家
も
他
の
人
も
同
じ
国
語
で
書
け
た
方
が
い
い
」

言
葉
は
何
の
道
具
？

　「
言
葉
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
だ
し
、読
み
づ
ら
い
人
に
配
慮

し
て
歴
史
的
仮
名
遣
は
遠
慮
す
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
人
が
居
ま
す
。
確

か
に
学
校
の
授
業
や
会
社
を
含
め
た
共
同
作
業
な
ど
で
は
周
囲
に
合
せ
た

方
が
良
い
も
の
で
す
。
し
か
し
言
葉
は
「
思
考
の
道
具
」「
表
現
の
道
具
」

「
記
録
・
保
存
の
道
具
」
で
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
仮
名
遣
に
よ
る
昔
の

本
か
ら
「
知
ら
な
い
事
を
学
べ
る
喜
び
」
が
あ
り
ま
す
。「
古
文
で
は
な

く
現
代
の
言
葉
と
し
て
、
歴
史
的
仮
名
遣
で
俳
句
や
短
歌
そ
の
他
文
章
を

書
く
」
事
も
自
由
で
す
。
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

言
葉
は
専
門
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

コミュニケーションの道具

思考の道具

表現の道具

記録・保存の道具
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「
言
葉
を
見
分
け
る
も
の
」
対
「
音
を
書
き
写
す
も
の
」

「
私
は
」「
か
は
」
等

「
わ
た
し
」「
わ
に
」
等

「
い
ぬ
」「
眠
い
」
等

「
小
遣
ひ
」「
違
ひ
」
等

「
ゐ
（
居
）る
」「
ゐ
ど
」
等

「
う
し
」「
う
み
」
等

「
言
ふ
」「
買
ふ
」
等

「
え
び
」「
見
え
る
」
等

「
山
へ
」「
答
へ
る
」
等

「
ゑ
の
ぐ
」「
植
ゑ
る
」
等

「
お
握
り
」「
お
に
」
等

「
こ
ほ
り
」「
な
ほ
す
」
等

「
手
を
」「
を
か
し
い
」
等

　
日
本
語
の
か
な
文
字
を
書
く
時
の
決
ま
り
は
、
二
種
類
あ
り
ま
す
。

　
・
現
代
の
学
校
で
児
童
が
学
ぶ
「
現
代
仮
名
遣
い
」

　
・
七
十
年
前
ま
で
の
学
校
で
児
童
が
学
ん
だ
「
歴
史
的
仮
名
遣
（
旧
仮
名
遣
と
も
）」

　「
オ
の
音
は
、『
く
っ
つ
き
の
「
を
」』
だ
け
は
『
を
』、
そ
れ
以
外
は
『
お
』」
の
様
に
、

同
じ
音
に
対
す
る
か
な
の
書
き
分
け
を
「
仮
名
遣
」
と
呼
び
ま
す
。

　
ひ
ら
が
な
を
覚
え
始
め
た
時
、「
ど
う
し
て
『
く
っ
つ
き
の

「
を
」』
だ
け
『
を
』
と
書
く
の
か
」
と
不
思
議
に
思
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
慣
れ
て
く
る
と
、「
を
」
と
書
く
方
が

「
言
葉
を
見
分
け
や
す
く
な
る
」こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
同
じ

ズ
の
音
で
も
、「
ひ
き
＋
す
る
＝
ひ
き
ず
る
」、「
き
＋
つ
く
＝

き
づ
く
」
と
、
言
葉
に
よ
っ
て
か
な
を
書
き
分
け
る
と
、
や

は
り
言
葉
を
見
分
け
や
す
い
も
の
で
す
。

　
現
代
仮
名
遣
い
で
は
「
く
っ
つ
き
の
『
は
』『
へ
』『
を
』」

や
「
じ
・
ぢ
」「
ず
・
づ
」
の
書
き
分
け
な
ど
を
残
し
て
そ
の

他
は
な
く
し
ま
し
た
が
、
歴
史
的
仮
名
遣
に
は
、
元
々
「
仮

名
遣
」
の
決
ま
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
読
み

慣
れ
な
い
う
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、慣
れ
て
く
る
と
む
し
ろ
「
言
葉
を
見
分
け
や
す
く
」

な
り
ま
す
。
俳
句
や
短
歌
な
ど
、
限
ら
れ
た
文
字
数
の
言
葉

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
表
現
し
た
い
時
に
は
特
に
便
利
で
す

し
、
こ
れ
は
今
で
も
わ
ざ
わ
ざ
歴
史
的
仮
名
遣
で
俳
句
や
短

歌
を
詠
む
人
が
多
い
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
で
も
、
七
十
年
前
に
小
学
校
の
国
語
の
授
業
が
歴
史
的
仮

名
遣
か
ら
現
代
か
な
づ
か
い
に
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す

か
。
実
は
明
治
時
代
か
ら
続
く
「
論
争
」
が
あ
っ
た
の
で
す
。

※
こ
の
表
は
一
例
で
す
。
他
に
も
書
き
分

け
の
決
ま
り
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
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「
言
葉
を
見
分
け
る
も
の
」
対
「
音
を
書
き
写
す
も
の
」

●
敗
戦
後
の
改
革
ブ
ー
ム

　
日
本
が
太
平
洋
戦
争
（
大
東
亜
戦
争
）
に
負
け
る
と
、
占
領
軍
の
政
策

と
し
て
様
々
な
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
改
正
、
農
地
解
放
、
財

閥
解
体
な
ど
。
ア
メ
リ
カ
は
「
日
本
語
に
漢
字
が
あ
る
の
が
良
く
な
い
の

で
は
」
と
思
っ
て
、
ロ
ー
マ
字
だ
け
で
書
く
国
語
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
識
字
率
調
査
の
結
果
が
悪
く
な
か
っ
た
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
の
は
日
本
人
で
し
た
。
明
治
時
代
か
ら
ず

っ
と
暖
め
ら
れ
て
き
た
仮
名
遣
改
造
案
の
集
大
成
と
し
て
、
国
語
審
議
会

は
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
に
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
を
作
り
、
翌

年
度
か
ら
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
。

●
現
代
か
な
づ
か
い
の
「
一
時
的
な
」
妥
協
だ
っ
た

　
当
時
の
国
語
審
議
会
臨
時
委
員
だ
っ
た
金
田
一
京
助
は
「
新
か
な
づ
か

い
法
の
学
的
根
拠
」
の
中
で
『「
は
」「
を
」「
へ
」
な
ど
は
、日
常
た
く
さ

ん
出
て
来
る
語
で
、
こ
れ
を
一
々
み
な
「
わ
」「
お
」「
え
」
と
書
い
て
い

た
ら
、
や
は
り
目
に
抵
抗
が
多
く
っ
て
、
と
っ
つ
き
が
わ
る
い
。』『
こ
れ

を
「
わ
」「
お
」「
え
」
と
書
く
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
な
い
若
い
世
代
は
、ど

ん
ど
ん
「
わ
」「
お
」「
え
」
と
書
く
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
方
が
進
歩
的
な

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
強
い
て
誤
り
に
し
て
罰
点
に
す
べ
き
か
ど
う
か
。』

と
、
戦
前
世
代
の
本
音
と
戦
後
世
代
の
理
想
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。

　「
本
音
は
徹
底
的
な
表
音
化
を
し
た
い
け
ど
、歴
史
的
仮
名
遣
に
慣
れ
た

世
代
に
と
っ
て
特
に
抵
抗
の
大
き
な
言
葉
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
当
面

0

0

妥

協
す
る
」
が
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
の
思
想
で
し
た
。

●
現
代
か
な
づ
か
い
に
歴
史
的
仮
名
遣
を
残
す
基
準
は
？

　
こ
こ
で
最
初
の
「
な
ぜ
『
ゐ
・
ゑ
』
が
現
代
か
な
づ
か
い
で
無
く
な
り
、

『
ぢ
・
づ
・
を
』
が
残
っ
た
の
か
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
国
語
審
議
会
内
の
、

歴
史
的
仮
名
遣
を
無
く
し
た
い
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
字
に
よ
る
書
き
分
け

を
将
来
的
に
無
く
す
つ
も
り
で
し
た
が
、
一
気
に
全
部
な
く
す
と
現
代
か

な
づ
か
い
が
猛
反
対
を
受
け
て
ま
た
改
革
が
失
敗
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

国
語
審
議
会
で
「
優
先
順
位
」
を
付
け
て
、
そ
の
順
位
の
高
い
も
の
だ
け

残
し
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
使
用
頻
度
の
高
い
助
詞
の
「
は
・
へ
・
を
」
や
、「
同
音
の
連

呼
」「
二
語
の
連
合
」
に
よ
る
「
ぢ
・
づ
」、
な
ど
一
部
が
残
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
で
め
で
た
し
め
で
た
し
…
…
と
い
け
ば
い
い
の
で
す
が
、
実
は
こ

の
「
二
語
の
連
合
」
に
よ
る
「
ぢ
・
づ
」
の
例
外
に
入
る
か
ど
う
か
は
、国

語
審
議
会
が
恣
意
的
に
決
め
た
も
の
で
、
基
準
が
曖
昧
な
の
で
す
。

　
　
も
と
＋
つ
く
＝
も
と
づ
く
　
つ
め
＋
つ
く
＝
つ
ま
ず
く

　
　
に
い
＋
つ
ま
＝
に
い
づ
ま
　
い
ね
＋
つ
ま
＝
い
な
ず
ま

　「
前
者
は
二
語
に
分
解
し
や
す
い
の
で
『
づ
』、
後
者
は
分
解
し
に
く
い

の
で
本
則
は
『
ず
』」
ら
し
い
の
で
す
。
こ
ん
な
の
わ
か
り
ま
す
か
？

　
二
語
の
組
合
せ
だ
と
意
識
せ
ず
「
わ
か
り
ず
ら
い
」
と
書
く
人
も
、「
わ

か
る
＋
つ
ら
い
」
で
「
わ
か
り
づ
ら
い
」
だ
と
わ
か
る
と
「
な
あ
ん
だ
、だ

か
ら
『
づ
』
で
書
き
分
け
る
の
か
」
と
納
得
で
き
ま
す
。
現
代
の
標
準
語

で
同
じ
音
で
も
、
別
の
か
な
で
書
き
分
け
た
方
が
都
合
の
良
い
場
合
が
あ

り
ま
す
し
、
そ
の
書
き
分
け
は
決
し
て
意
地
悪
と
か
旧
弊
で
は
な
く
、
大

抵
背
後
に
き
ち
ん
と
意
味
が
あ
る
の
で
す
。（
を
は
り
）
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「クロス・ワードの考え方と作り方」本山桂川・著、崇文堂書店発行、大正 14(1925) 年
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●
文
部
省
が
漢
字
廃
止
の
方
針
を
打
ち
出
す

　
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
漢
字
制
限
や
仮
名
遣
改
訂
の
た
め
、

「
国
語
調
査
委
員
会
」
が
文
部
省
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
文
字
ハ
音
韻
文

字
（
フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム
）
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ト
シ
，仮
名
羅ロ

ー

馬マ

字
等
ノ
得
失
ヲ

調
査
ス
ル
コ
ト
」
つ
ま
り
「
漢
字
廃
止
」
は
既
に
決
定
事
項
で
し
た
（
こ

の
方
針
が
明
確
に
撤
回
さ
れ
た
の
が
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
）。

　
国
語
調
査
委
員
会
は
後
に
「
臨
時
国
語
調
査
会
」「
国
語
審
議
会
」
へ
と

役
割
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
戦
前
も
戦
後
も
、「
漢
字
を
廃
止
し
て
カ
ナ

文
字
ま
た
は
ロ
ー
マ
字
だ
け
で
書
く
国
語
に
し
よ
う
」
と
運
動
す
る
人
々

の
影
響
の
強
い
組
織
で
し
た
。

●
植
民
地
で
表
音
仮
名
遣
に
よ
る
現
地
児
童
教
育
が
始
ま
る

　
内
地
で
は
反
対
も
根
強
く
、
歴
史
的
仮
名
遣
を
無
く
す
運
動
は
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
湾
・
朝
鮮
・
南
洋
群
島
と
い
っ
た
植
民
地

は
別
で
し
た
。「
植
民
地
に
新
し
い
仮
名
遣
の
日
本
語
を
広
め
よ
う
」
と
、

表
音
仮
名
遣
を
採
用
し
た
国
語
教
科
書
が
作
ら
れ
、
現
地
の
子
供
達
に
指

導
さ
れ
ま
し
た
。
細
か
な
部
分
は
地
域
に
よ
り
異
な
り
、
台
湾
で
は
徹
底

し
た
表
音
主
義
だ
っ
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
で
は
途
中
で
歴
史
的
仮
名
遣
に

入
る
前
の
「
足
が
か
り
」
と
し
て
の
表
音
仮
名
遣
だ
っ
た
様
で
す
。

●
大
正
時
代
の
「
仮
名
遣
改
定
案
」「
常
用
漢
字
表
」

　
臨
時
国
語
調
査
会
は
、大
正
時
代
に
「
常
用
漢
字
表
」（
関
東
大
震
災
の

た
め
実
施
さ
れ
ず
。
現
代
の
も
の
と
は
異
な
る
）「
仮
名
遣
改
訂
案
」
な
ど

を
作
成
し
ま
し
た
。「
ぢ
」「
づ
」
で
は
な
く
一
律
「
じ
」「
ず
」
で
書
く
、

「
い
（
言
）
ふ
」
を
「
ゆ
う
」
と
書
く
等
が
現
代
仮
名
遣
い
と
異
な
り
ま
す

が
、
助
詞
の
「
は
」「
へ
」「
を
」
の
歴
史
的
仮
名
遣
を
残
す
な
ど
、
後
の

現
代
か
な
づ
か
い
の
基
礎
が
こ
こ
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
極
一
部
の
人
に
は

こ
の
改
定
案
が
歓
迎
さ
れ
、
そ
の
表
記
で
本
を
書
く
人
も
居
ま
し
た
。

●
国
語
学
者
や
文
学
者
に
反
対
さ
れ
た
表
音
仮
名
遣

　
一
方
、
歴
史
的
仮
名
遣
を
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
人
々

も
居
ま
し
た
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
せ
ば
読
め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）。

　
森
鷗
外
は
、
臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会
で
の
演
説
「
仮
名
遣
意
見
」
で
、

発
音
的
な
仮
名
遣
は
「
許
容
」
す
る
事
は
あ
っ
て
も
「
正
則
」
に
す
べ
き

で
は
な
い
と
論
じ
ま
し
た
。
芥
川
龍
之
介
は
「
文
部
省
の
仮
名
遣
改
定
案

に
つ
い
て
」
で
、
仮
名
遣
改
定
案
の
問
題
点
を
指
摘
し
批
判
し
ま
し
た
。

　「
山
田
文
法
」
で
知
ら
れ
る
国
語
学
者
の
山
田
孝
雄
は
、「
文
部
省
の
仮

名
遣
改
定
案
を
論
ず
」
で
、
歴
史
的
仮
名
遣
へ
の
反
対
意
見
を
論
駁
し
ま

し
た
。
学
校
文
法
の
基
礎
を
作
っ
た
橋
本
進
吉
は
、「
表
音
的
仮
名
遣
は
仮

名
遣
に
あ
ら
ず
」
で
、
仮
名
遣
の
発
生
当
初
か
ら
単
に
音
を
写
す
も
の
で

は
な
く
語
を
写
す
も
の
だ
っ
た
、
と
説
き
、
表
音
的
仮
名
遣
は
従
来
の
仮

名
遣
と
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
国
語
学
者
に
よ
る
指
摘
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
を
無
く
し
た
い
人
に
は
手

強
い
も
の
で
し
た
。「
昔
か
ら
使
っ
て
慣
れ
た
も
の
だ
か
ら
嫌
だ
」で
は
な

く
、「
仮
名
の
書
き
分
け
に
は
意
味
が
あ
る
」
事
を
理
詰
め
で
指
摘
し
た
も

の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
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朝鮮：巻七の途中まで表音仮名遣（助詞等除く）、以後は歴史的仮名遣
　（「普通学校国語読本　巻二」大正 2(1913) 年）

南洋群島：表音仮名遣　（「南洋群島国語読本　巻二」大正 6(1917) 年）
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日本：歴史的仮名遣　（「尋常小学国語読本　巻五」昭和 6(1931) 年）

台湾：表音仮名遣　（「台湾教科用書　国民読本　巻七」明治 45(1912) 年）
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「国字問題 : 漢字ヨリノ解放」星野行則　著、
カナモジカイ発行、大正13（1924）年

「日本ローマ字文自在」日下部重太郎・編、東京寳文館　発行、大正 5(1916) 年

「Mukasibanasi」土岐善麿・著、日本の
ろーま字社　発行、明治 44(1911) 年

※戦後、国語審議会会長を 11 年務めた人
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●
前
島
密
と
漢
字
廃
止
論

　
江
戸
時
代
末
期
、
前
島
密
（
近
代
郵
便
制
度
の

父
と
呼
ば
れ
、
一
円
切
手
の
肖
像
に
も
な
っ
た
）

は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
清
の
衰
退
は
難
解
な
漢
字

の
た
め
と
し
、
日
本
は
漢
字
を
廃
止
す
べ
き
だ
と

す
る
「
漢
字
御
廃
止
之
議
」
を
将
軍
・
徳
川
慶
喜
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
明
治
政
府
に
よ
る
普
通
教
育
開
始

　
政
府
が
国
語
表
記
の
標
準
を
決
め
て
学
校
教
育
で
の
普
及
を
図
る
時
代

が
到
来
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
大
筋
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
か
な
や
漢
字
や

仮
名
遣
で
し
た
。
大
き
く
変
更
す
る
理
由
が
特
に
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

●
国
語
の
近
代
化
と
し
て
、
漢
字
廃
止
と
仮
名
遣
表
音
化
を
求
め
る
声

　
日
本
人
が
驚
い
た
西
洋
の
文
明
の
一
つ
が
、
手
早
く
綺
麗
に
文
章
を
書

け
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
し
た
。
し
か
し
漢
字
は
数
が
多
く
て
、
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
鍵
盤
で
打
つ
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
文
字
も
西
洋
の
言
葉
よ
り
多
く
て
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
。「
中

国
の
文
字
を
無
く
し
て
、
純
粋
な
日
本
の
言
葉
に
す
る
」
事
が
一
部
の
人

の
悲
願
と
な
り
、
活
発
な
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
漢
字
を
無
く
す
と
、
こ
れ
ま
で
漢
字
に
隠
れ
た
仮
名
遣
が
表
に
出
て
来

ま
す
。
こ
れ
も
「
覚
え
る
手
間
が
掛
か
る
」
か
ら
と
、「
か
な
の
書
き
分
け

を
や
め
て
、
現
代
語
の
発
音
を
元
に
し
た
か
な
の
書
き
方
に
す
る
」
事
を

求
め
る
声
が
上
が
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

●
字
音
棒
引
仮
名
遣

　
そ
ん
な
風
潮
の
中
、明
治
末
期
に
、学
校
教
科
書
で
は
漢
語
の
仮
名
遣
の

み
表
音
式
（
和
語
は
歴
史
的
仮
名
遣
の
ま
ま
）
の
教
科
書
が
作
ら
れ
、
数

年
間
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
伸
ば
す
音
を
「
ー
」
で
書
く
の
が
不
評
で
、
以

後
の
仮
名
遣
改
定
案
で
は
、
教
訓
か
ら
か
「
ー
」
を
見
な
く
な
り
ま
し
た
。

●
点
字
に
採
用
さ
れ
た
表
音
仮
名
遣

　
日
本
語
の
点
字
は
現
代
仮
名
遣
い
と
少
し
異
な
る
、
よ
り
表
音
的
な
表

記
で
す
が
、
明
治
時
代
に
原
形
を
作
っ
た
石
川
倉
次
は
国
語
改
良
運
動
に

興
味
が
あ
り
、
前
述
の
字
音
棒
引
仮
名
遣
の
影
響
も
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

「尋常小学読本　七」明治 36(1903) 年
「てふてふ」でないのに注目！



16

①
「
ど
う
し
て
歴
史
的
仮
名
遣
は
同
じ

イ
の
音
が
『
い
』『
ひ
』『
ゐ
』
と
、
三

つ
の
書
き
方
に
分
か
れ
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
一
つ
に
ま
と
め
た
現
代
仮
名
遣

い
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
に
」

￥0
無料頒布

～
ゐ
・
ゑ 
が
捨
て
ら
れ

ぢ
・
づ
・
を 
が
残
っ
た
～

現
代
か
な
づ
か
い
前
史

②
「
現
代
仮
名
遣
い
の
『
じ
・
ぢ
』『
ず
・
づ
』

『
お
・
を
』
な
ど
の
書
き
分
け
と
、
発
想
は
同
じ
で

す
。『
無
駄
な
骨
折
り
』
で
は
な
く
『
言
葉
の
組
合

せ
が
わ
か
り
や
す
い
』『
言
葉
を
見
分
け
や
す
い
』

な
ど
、
き
ち
ん
と
意
味
が
あ
る
ん
で
す
」

③
「
そ
れ
な
ら
、『
ゐ
』『
ゑ
』
が
現
代
仮
名
遣
い
に
な
く
て
、

『
ぢ
』『
づ
』『
を
』
が
現
代
仮
名
遣
い
に
あ
る
の
は
ど
う
し
て
？
」

④
「
不
思
議
で
す
ね
。

実
は
『
ゐ
』『
ゑ
』
だ
け
で
な
く
、

『
ぢ
』『
づ
』『
を
』
も
無
く
な
る
危
機
に
あ
っ
た
の
で
す
よ
。

現
代
か
な
づ
か
い
は
、
実
は
明
治
時
代
か
ら
の
試
作
を
重
ね
て

出
来
た
も
の
な
の
で
す
」


